
  

一般社団法人国際介護人材育成事業団 

2019 年度 第 2 回理事会議事録 

日時：2019 年 10 月 19 日（土）14 時 50 分～17 時 00 分 

会場：社会福祉法人浩照会（介護老人保健施設 あじさいガーデン伏見）会議室 

（敬称略） 

出席者：（理事）金澤 剛 福本京子 小沼正昭 上野 歩 江口 幸一 小國 英夫 

佐藤 健二 

    (監事)  石原 温   

参会者：（オブザーバー） 

米満 淑恵 宮本 信 井上 隆嗣 阿部  由理 甲川 由見子 宮脇 昭太郎  

宮脇 棟次郎 中西 一哉 吉田 隆 石坪 浩規 井上 茂樹 小林 義文 

丸山 貴司 長谷川 英世 佐藤 和夫、佐藤 高之 安里 和晃 今西 富幸 
配布書類：理事会の議案書（事前配布資料）、同（当日配布資料と同追加資料） 

 

○招集と定足数 

金澤理事長より、10 月 11 日、定款 35 条 1 項に基づき、2019 年度第 2回理事会を招 

集。又、14 時 50 分現在、理事総数の過半数以上の理事 7名全員が出席し、定款 37 条 1 項

に基づき、本理事会は有効に成立したことが報告された。 

又、理事会規則（（関係者の出席要請）第 4条に基づき、上記のオブザーバーを理事会に 

出席させることを報告。その後、金澤理事長が議長に就き、開会を宣言、議事に入った。 

 

○審議事項 

1．第 1号議案 正社員、賛助社員の入社承認の件 

議長は、小沼専務理事より、理事会の議案書（事前配布資料）に基づき、第 1号議案の

提案要旨等を説明させ、質疑の後、議場に諮ったところ 、全員異議なく、以下の正社員

（個人）の入社を承認、可決した、 

◇正社員（個人） 橋本 武也 （社会福法人同和園 常務理事園長） 

◇正社員（個人） 小国 英夫 （一般社団法人重陽舎 理事長･社会福祉法人健光園 前理事長）） 

２．第 2号議案 第 2期生並びこの受入れに伴う実習実施者の費用負担の件 

議長は、小沼専務理事より、理事会の議案書（事前配布資料）に基づき、第 2号議案の

提案要旨等を説明させ、質疑の後、議場に諮ったところ 、全員異議なく、以下の提案要

旨を賛成、可決した。又、実習生の法定手数料（2,800 米ドル）の内訳を確認した。 

□実習実施機関の費用（Ｎ３相当取得、入国まで） 

①日本語教育費 27 万円（Ｎ３相当） 

②この費用の支払いは、（Ｎ４相当取得）選考面接、内定者決定で 15 万円、 



  

入国時に 12 万円とする。 

３．第 3 号議案 オールアクセスミャンマーとの日本語教育の人的能力や教育内容の向上

を目的とした業務委託契約の締結の件 

  議長は、小沼専務理事より、理事会の議案書（事前配布資料）に基づき、第３号議案の

提案要旨等を説明させ、質疑の後、議場に諮ったところ 、全員異議なく賛成、可決した。 

４．第 4号議案 担当理事の導入と特定の業務の担当理事の選任の件 

  議長は、小沼専務理事より、理事会の議案書（事前配布資料）に基づき、第４号議案の

提案要旨等を説明させ、質疑の後、議場に諮ったところ 、全員異議なく、担当理事の導

入と担当理事の選任を賛成、可決した。 

 

○一般報告 特別報告 

次に、先に一般事項の報告と質疑を行い、その後、特別報告①、同②の報告と質疑を行った。 

特別報告①は、マンダレーの「さくら日本語学校」の関 関 浩成校長との面談と交渉の経 

過を踏まえ、介護留学生の受入と奨学金、「保証人」等の介護施設の支援スキームとイニシ 

ャルコストの負担、この意義とメリデメを含めた京都モデル（案）が報告された。 

技能実習制度のような複雑な制約がなく、介護職としての適性が高い人材を雇用できる可 

能性があること、コストパフォーマンスも費用が低く抑えられることから、介護留学のモデ 

ル事業として、関校長との継続協議、現地視察、候補者面接などを実施することを確認した。 

他方、仮にＮ３で入国した場合、日本語学校でＮ２取得に要する期間、介護福祉士の国家資

格を取得するための養成学校に 2 年間通い、この取得後、奨学金の免除に要する 5 年間の

受入介護施設のお礼奉公等、介護留学の若い世代にとって、概ね８年間の在留期間の拘束は

期待が膨らむ制度なのか。留学生が仮に返済放棄をした場合、保証人である日本人がその返

済義務を負うことになるため、そのリスクも考慮する必要がある、との指摘もあった。 

又、中国の介護留学ニーズが高まっており、医護家との提携でも継続課題だという認識が示

された。 

特別報告②は、着目する通所ディ、訪問リハの事業性への疑問、実習生に対するキャリアパ

スの必要性とリハビリなど修得すべき技術の教育プログラムの大切さ等の意見を頂いた。 

議長は、 以上をもって、議事審議を終了し、17 時 00 分 に閉会を宣言して散会した。 

以上、相違ありません。    

2019 年 10 月 19 日  

 一般社団法人 国際介護人材育成事業団  

代表理事  金澤 剛    理事 福本 京子  理事 小沼 正昭  理事 上野 歩 

 

理事 江口 幸一  理事 小國 英夫   理事 佐藤 健二 

 

監事 石原 温                             以上 


